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緒言 高分子材料は有機溶媒に可溶であるという特徴を有しており、溶液プロセスにより有機デ

バイスを容易に作製することが可能となる。同一の材料においても様々な分子量のものが存在し、

一般的に分子量が大きくなれば熱的安定性が高くなるとされている。しかし、分子量が大きくな

りすぎれば主鎖のねじれが発生し、パッキング密度が低下するためキャリア輸送性が低下すると

いう報告がある。一方、基板を適切な自己組織化単分子膜で処理することにより、表面エネルギ

ーや注入障壁が変化し、分子の配列が制御されることや基板と有機膜の密着性が改善するという

効果がある。これにより分子量が大きい材料を用いた時のデメリットが改善される可能性がある。

そこで本研究では、自己組織化単分子膜を用いて、分子量の異なる高分子材料を用いて正孔注入

の異なりとその改善について検討した。 

実験及び検討 本研究では SAMとして 1H,1H,2H,2H-Perfluorooctanephosphonic acid[FOPA]を用い

た。SAM 処理方法としては、ITO 基板上に SAM 溶液を滴下後 1 分間放置し、その後スピンコー

トを行い、リンス処理後、150℃で加熱処理の短時間での処理方法を採用した。まず、有機層に分

子量が 52k、94k、193kの 3 種類の Regioregular poly(3-hexylthiophene-2,5-diyl)[P3HT]を用いて正孔

オンリー素子を作製した。素子構造は ITO/有機層(100nm)/MoOx(5nm)/Al(10nm)/Ag(100nm)である。

この素子構造図を図 1 に示す。FOPA 処理無し、有りの電流密度-電圧特性をそれぞれ図 2、図 3

に示す。FOPA 処理を行なっていない状態では分子量が大きくなるにつれて正孔電流が大きく減

少した。ここから、分子量が大きくなるに連れて、ITO-有機層界面や分子配列の影響で電荷の流

れが妨げられていると考えられる。52kの P3HTでは FOPA処理無しと有りで電流密度が大きく変

化はないのに対して、193k の P3HT は FOPA 処理することで大きく電流密度が改善した。したが

って、FOPA処理に分子量が大きい P3HTの電流密度を、分子量がより小さいものと同程度にまで

改善させることができた。受光素子の素子特性の詳細に関しては当日発表する。 
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図 3:FOPA処理有りの 

電流密度-電圧特性 

図 2:FOPA処理無しの 

電流密度-電圧特性 
図 1:素子構造図 
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